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１．はじめに 

水圧分野については，その環境融和性の観点から福祉，海洋，鉱業，産業などにおいて，油圧・空気圧・

電動と比較して導入に優位性がある領域への応用が継続的に検討されている．その一方で，作動流体の特性

に起因する様々な課題解決に向けた研究も推進されている．ここでは，平成 30 年度に国内外で発表された

水圧分野の研究の概要を述べる． 

２．研究の動向 

稲田ら 1)2)は，水圧駆動による人工筋についてモデル化と変位予測制御についての検討結果を報告した．

モウラら 3)は，水圧シリンダーの駆動システムのモデル化と変位予測制御の検討結果について報告した．小

川ら 4)は，水と空気を作動流体とするバルーンアクチュエータを，外部配管を持たない移動ロボットの 6 脚

に適用し，作動流体が水と空気の場合を比較したときの駆動特性の違いについて報告した 4)． 

省エネルギー化に関する取り組みも報告されている．八木澤ら 5)は，供給源からの供給流量が一定である

水圧モータ回転速度制御系に対して，ポンプの供給圧を低減させることで高効率化を図る回路として，制御

弁における絞り損失を低減する回路と，アキュムレータによりエネルギーを回収する回路を提案し，それら

の省エネルギー効果を報告した． 
要素研究として，榊原ら 6)は，サーボ弁の耐久性向上を目的として，スプールとスリーブにセラミックを使

用することにより摩耗抑制効果を発揮できることを報告した．また，Mingxing ら 7)は，インジェクションシ

ステムで使用する比例弁についてポペット形状の最適化によりスラスト軽減効果を示した．He ら 8)は，リリ

ーフ弁についてキャビテーション抑制による性能改善を目的とした弁の内部構造を検討し，理想的なバルブ

ポート構造のキャビテーション抑制効果を示した．Ruilong ら 9)は，ギアポンプのギアシャフトとジャーナル

ベアリング間の潤滑ギャップを分析するための数値モデルを報告した．Ernst ら 10)は，斜板式ピストンポンプ

のシリンダブロックボア部に形成する微細表面構造がポンプ効率や耐久性に与える影響を示した．Fulbright

ら 11)は，変位可変リンク機構を有する水圧ポンプの動特性のモデルについての検証結果を報告した． 

試験装置に関する研究として，Wang ら 12)は，水圧用バルブのキャビテーションとエロージョンのフローパ

ターンメカニズムを調べるための試験装置の構成等について報告した． 

３．おわりに 

 以上，本稿では平成 30 年度の水圧分野での取組みについて報告した．基礎から応用まで様々な視点から

の取組みがおこなわれており，着実に新しい知見が獲得されている．今後も水圧関連技術の構築，応用が進

み，普及することを期待したい． 
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